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（1）

第
四
回
中
央
講
習
会
開
催

i
新
月
二
、
三
、
四
日
築
地
本
願
寺
で
一

　
全
日
仏
で
は
、
毎
年
夏
期
を
え
ら
ん
で
全
国
の
各
宗
派
、
都
府
県
仏
教
会
、
諸

団
体
よ
り
の
惟
薦
者
冷
集
め
て
、
中
央
誰
習
会
葬
聞
催
し
て
き
た
が
、
今
年
は
来

る
入
月
二
日
よ
り
四
日
ま
で
の
三
日
聞
、
東
京
築
地
本
願
寺
に
お
い
て
開
催
す
る

と
と
に
決
定
し
た
。

　
今
春
行
わ
れ
た
釈
尊
二
千
五
百
年
祝

典
は
、
全
国
各
宗
派
、
地
区
仏
教
会
諸

団
体
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
協
力
に
よ

っ
て
成
功
を
お
さ
め
、
国
内
的
に
も
国

際
的
に
も
大
き
な
反
響
を
よ
ん
だ
が
、

こ
の
成
果
を
真
に
生
か
し
、
結
実
さ
せ

る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
自
覚
し
た

仏
者
に
よ
る
持
続
的
な
教
化
の
い
と
な

み
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

こ
の
い
と
な
み
は
、
人
々
が
そ
こ
に
置

か
れ
て
い
る
現
代
の
客
観
的
な
諸
条
件

と
精
神
的
状
況
を
正
し
く
と
ら
え
．
そ

こ
に
苦
悩
す
る
人
間
の
生
き
る
べ
き
道

を
仏
陀
の
教
法
に
聞
く
こ
と
を
お
い
て

は
考
え
ら
・
れ
な
い
。

　
全
日
仏
で
は
釈
尊
二
千
五
百
年
忌
慶

讃
す
る
仏
恩
報
謝
の
念
が
、
教
化
の
い

と
な
み
と
し
て
具
体
的
な
姿
を
と
り
、

全
国
津
々
浦
々
に
至
る
ま
で
活
溌
な
教

化
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
念
願
し
て
今
回
の
中
央
講
習
会
開

催
を
き
め
た
わ
け
で
あ
る
。

　
講
習
会
で
は
、
先
づ
増
谷
一
天
講
師

　
（
東
京
外
語
大
教
授
、
東
大
講
師
）
に

よ
る
「
仏
教
の
現
代
的
意
義
」
で
、
仏

教
者
の
現
代
に
お
け
る
責
任
を
明
ら
か

に
自
覚
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
友
松
圓

諦
講
師
（
神
田
寺
主
管
）
に
は
「
青
少

年
教
育
に
お
け
る
仏
教
」
の
役
割
と
そ

の
重
要
性
に
つ
い
て
の
解
明
を
ね
が

う
。
ま
た
現
に
真
言
宗
豊
山
派
に
属
し

同
時
に
日
大
工
学
部
長
と
し
て
教
鞭
を

と
ら
れ
る
横
地
伊
三
郎
講
師
（
工
学
博

士
）
は
、
そ
の
永
年
の
研
究
と
体
験
に

基
づ
い
て
「
現
代
の
科
学
と
仏
教
」
を

講
述
さ
れ
る
。
近
藤
章
久
講
師
（
精
神

分
析
学
、
医
学
博
士
）
は
、
ま
す
ま
す

膨
張
し
、
機
械
化
さ
れ
て
ゆ
く
今
日
の

社
会
に
は
生
き
る
「
現
代
人
の
心
理
」

に
つ
い
て
、
佐
木
秋
夫
講
師
（
民
科
会

員
、
宗
教
研
究
家
）
に
は
、
参
議
院
選

挙
等
で
異
常
な
進
出
を
示
し
て
注
目
さ

れ
る
創
価
学
会
を
は
じ
め
と
す
る
「
新

興
宗
教
の
現
状
と
国
民
祥
瑞
」
に
つ
い

て
．
そ
れ
ぞ
れ
講
述
ね
が
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
更
に
斉
藤
栄
三
郎
講
師

（
商
算
博
士
、
立
正
大
教
授
）
に
は
、

わ
れ
わ
れ
が
お
か
れ
て
い
る
客
観
的
な

「
国
際
情
勢
と
日
本
の
立
場
」
に
つ
い

て
解
説
講
演
ね
が
う
。

　
一
昨
年
来
、
伊
勢
神
宮
、
靖
国
神
社

等
の
取
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
特
別
立
法
化

の
問
題
が
提
起
さ
れ
、
ま
た
現
行
宗
教

法
人
法
の
改
正
の
問
題
も
一
つ
の
課
題

と
な
っ
て
き
て
い
る
。
更
に
墓
地
問
題

の
係
争
や
、
寺
院
の
解
放
農
地
補
償
問

題
等
も
基
礎
的
に
は
寺
院
経
営
の
問
題

と
し
て
、
ま
た
ひ
い
て
は
教
化
活
動
と

も
関
連
す
る
も
の
と
し
て
各
方
面
の
注

視
存
集
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
問

題
に
つ
い
て
、
現
に
国
会
に
お
い
て
仏

教
者
の
立
場
か
ら
そ
の
解
決
の
た
め
活

躍
し
て
お
ら
れ
る
大
谷
螢
潤
、
大
谷
よ

し
雄
．
小
柳
牧
衛
の
各
参
議
院
議
員
に

現
状
の
報
告
、
解
明
と
見
と
お
し
を
聞

き
、
参
加
者
と
の
討
議
を
進
め
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
戦
後
新
憲
法
に
基
づ
く
婦
人

の
地
位
の
確
立
と
向
上
は
、
日
本
女
性

の
歴
史
の
」
⊥
で
劃
期
的
な
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
最
近
民
法
親
族
法
改
正
問
題
を

め
ぐ
っ
て
再
び
婦
人
の
地
位
に
つ
い
て

の
論
議
が
興
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問

題
と
も
関
連
し
な
が
ら
「
仏
教
と
婦
人

の
問
題
」
に
つ
い
て
、
仏
婦
運
動
等
を

め
ぐ
っ
て
赤
松
常
子
、
山
太
杉
両
参
議

院
議
員
に
と
り
あ
げ
て
い
た
ゴ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
更
に
こ
の
機
会
に
「
全
一
仏
教
運
動

に
つ
い
て
」
参
加
者
各
意
の
討
議
と
意

見
開
陳
を
ね
が
い
、
そ
の
推
進
に
つ
い

て
老
回
し
た
い
。

　
以
上
、
講
師
、
遺
題
に
つ
い
て
、
企

画
側
の
意
図
と
要
望
を
紹
介
し
た
が
、

加
盟
各
宗
派
、
地
区
仏
教
会
．
諸
団
体

が
本
講
習
会
を
よ
り
意
義
あ
ら
し
め
る

た
め
．
参
加
者
推
薦
派
遣
等
に
よ
っ
て

積
極
的
に
協
力
さ
れ
る
こ
と
を
全
日
仏

で
は
切
望
し
て
い
る
。
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全
員
当
選

　
韻
士
会
館
で
激
励
会
開
く

去
る
参
議
院
選
挙
に
は
、
全
国
区
候

と
し
て
大
谷
貫
雄
、
北
畠
教
真
、
赤

常
子
、
山
本
杉
の
四
氏
が
仏
教
界
か

立
候
補
し
．
全
日
仏
で
も
各
氏
を
推

し
た
が
、
四
氏
そ
ろ
っ
て
上
位
当
選

れ
、
各
方
面
か
ら
祝
福
を
う
け
て
い

。全
日
仏
で
は
去
る
六
月
二
十
日
午
後

時
よ
り
、
こ
の
四
品
を
中
心
に
仏
教

係
現
議
員
を
招
い
て
激
励
会
を
開
い

が
、
四
日
の
ほ
か
草
葉
隆
円
、
中
野

門
の
両
氏
も
出
席
さ
れ
、
全
日
仏
理

、
各
種
委
員
代
表
等
凡
そ
三
十
名
と

に
交
歓
懇
談
の
ひ
と
と
き
を
過
し

。大
谷
，
赤
松
両
氏
の
再
選
と
北
畠
、

本
両
氏
の
新
議
員
を
加
え
て
、
仏
教

員
連
盟
は
益
々
強
化
さ
れ
、
そ
の
今

の
活
躍
は
大
き
な
期
待
を
集
め
て
い

。教
徒
会
議
準
備
始
ま
る

矛
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
来

十
月
二
十
三
日
よ
り
二
十
五
日
ま
で

泊
三
日
間
に
亘
っ
て
京
都
東
山
の
知

院
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
て

る
が
、
年
中
最
大
の
行
事
で
あ
り
．

年
各
界
の
注
目
を
集
め
る
こ
の
会
議

成
果
あ
ら
し
め
る
べ
く
．
全
等
事
務

務
局
で
は
、
過
去
数
次
の
経
験
に
基

き
準
備
検
討
を
は
じ
め
て
い
る
。
こ

た
め
罵
る
七
月
十
八
日
に
は
、
事
務

局
と
関
西
事
務
局
関
係
並
に
知
恩
院

局
と
の
矛
一
回
打
合
せ
会
が
開
か

、
具
体
的
に
準
備
が
進
め
ら
れ
る
こ

に
な
っ
て
い
る
。

四
回
中
央
講
習
会
要
項

、
日
　
時
　
来
る
八
月
二
（
日
曜
）

　
三
（
月
曜
）
四
（
火
曜
）
の
三
円
間

　
戸
午
前
九
時
半
よ
り
午
後
五
時
ま

　
　
で
）

、
会
場
東
京
築
地
本
願
寺
講
堂

　
（
国
電
有
楽
町
，
地
下
鉄
銀
座
、

　
都
電
築
地
下
車
）

、
参
加
者
　
各
宗
派
、
都
道
府
一
一

　
町
村
仏
教
会
、
青
年
会
、
婦
入
会
、

　
そ
の
他
各
団
体
推
薦
者
（
僧
俗
男

　
女
を
問
わ
ず
）

、
人
　
員
　
二
〇
〇
名
（
会
場
の
都

　
合
に
よ
り
定
員
に
達
し
次
矛
締
切

　
り
ま
す
）

，
申
込
来
る
七
月
廿
五
日
ま
で

　
に
参
加
費
（
三
五
〇
円
）
を
添
え
本

　
会
講
習
会
係
宛
申
込
む
こ
と
、
折

　
返
し
受
講
証
を
送
り
ま
す
。
　
（
振

　
替
東
京
五
九
五
四
七
番
　
全
日
本

　
仏
教
会
）

師
と
講
題
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

、
仏
教
の
現
代
的
意
義

　
東
京
外
語
大
教
授
東
大
講
師

　
　
　
　
　
　
増
　
谷
　
文
　
雄
町

、
青
少
年
教
育
と
仏
教

　
神
田
寺
主
管

　
　
　
　
　
　
友
　
松
　
圓
　
諦
氏

，
世
界
情
勢
と
日
本
の
立
場

　
立
正
大
学
教
授
商
学
博
士

　
　
　
　
　
　
斉
藤
栄
三
郎
氏

、
現
代
の
科
学
と
仏
教

　
日
本
大
学
教
授
工
学
目
土

　
　
　
　
　
横
地
伊
三
郎
氏

現
代
人
の
心
理

医
学
博
士
　
近
　
藤

、
新
興
宗
教
の
現
状

評
論
家
　
　
佐
木

、
宗
教
法
人
改
正
問
題
、

　
久
氏

農
地
補
償
問
題
に
つ
い
て

参
議
院
議
員

　
　
　
　
　
大
　
谷
　
螢
　
同
氏

　
〃
　
　
　
大
　
谷
　
賛
　
雄
氏

　
〃
　
　
　
　
小
　
柳
　
牧
　
衛
氏

、
仏
教
と
婦
人
の
問
題

！
仏
婦
運
動
を
め
ぐ
っ
て
i

参
議
院
議
員

　
〃
　
　
　
赤
松
　
常
　
県
評

　
〃
　
　
　
山
　
本
　
　
杉
氏

、
全
一
仏
教
運
動
の
展
開
に
つ
い
て

　
夫
氏

地
問
題



（2）月25日和ゴ
ロ週

認口二

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
昭
和
三
十
三
年
度
決
算
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
昭
和
三
十
三
年
四
月
　
一
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
昭
和
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　
歳
　
　
　
入
　
　
　
の
　
　
　
部

　
款
　
　
　
　
項
　
　
　
　
目

　
　
負
　
担
　
　
金

　
　
　
　
　
の
　
各
宗
派
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
①
各
宗
派
負
担
金

　
　
　
　
　
②
　
各
団
体
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
①
　
各
団
体
負
担
金

②
　
寄
　
附
　
金

　
　
　
　
　
の
　
寄
　
附
　
金

　
　
　
　
　
　
　
①
　
寄
　
附
　
金

③
　
未
納
徴
集
金

　
　
　
　
　
の
未
納
徴
集
金

　
　
　
　
　
　
　
①
　
未
納
徴
集
金

伺
：
基
金
果
実

　
　
　
　
　
の
　
基
金
果
実

　
　
　
　
　
　
　
①
基
金
果
実

⑤
　
雑
　
収
　
入

　
　
　
　
　
の
雑
　
収
　
入

　
　
　
　
　
　
　
①
　
雑
　
収
　
入

㈲
　
前
年
度
繰
越
金

　
　
　
合
　
　
　
　
計

　　　　　　　　　　　　　　（1）
　　　　　　　　　　　　　　　款
　　　　　　　　　　　　　　事

　　　　　　　　　　　　　　務
（3）　　　　（2）　　（1）所
　　　　　　　　　　　　　　　項
旅⑦⑥⑤④③②①事④③②①入費

費1識㍑至諸lll目

　費費費三朔費料　費給給当

歳

出

の

部

（
単
位
円
）

　
予
算
　
金
　
額

受
、
六
〇
〇
、
○
○
〇

三
、
六
〇
〇
、
0
0
0

一二

A
六
〇
〇
、
○
○
〇

一
、
○
0
0
、
○
0
0

一
、
○
○
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、
○
○
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三
〇
〇
、
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○
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四
五
〇
、
0
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0

　
四
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〇
、
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四
五
〇
、
○
○
〇

五
、
四
九
〇
、
O
O
O

（
単
位
円
）

　
予
　
算
　
金
　
額

三
、
二
九
入
、
○
○
○

「
、
六
四
入
、
○
○
〇

　
　
九
〇
、
0
0
0

一
、
一
七
八
、
0
0
0

　
三
〇
〇
、
○
○
○

　
　
八
○
、
0
0
0

　
七
五
〇
、
○
○
〇

　
三
〇
〇
、
○
○
〇

　
二
五
〇
、
○
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四
〇
、
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○
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二
〇
、
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○
〇

　
　
二
〇
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一
〇
〇
、
○
○
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決
算
　
金
　
額

三
、
一
九
六
、
四
一
＝

一
、
六
三
〇
、
六
五
〇

　
　
九
〇
、
○
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一
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、
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○
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四
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、
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関
西
事
務
局
費

共
通
事
項
処
弁
費

調
査
研
究
費

計

　
　
　
　
　
費

関
西
事
務
局
費

議
　
費

理
事
会
費

評
議
員
会
費

各
種
委
員
会
費

会
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費

共
通
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項
処
弁
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査
研
究
費
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費

組
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強
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国
内
仏
教
徒
会
議
費

化
　
費

講
習
会
費

教
化
諸
費

報
　
費

機
関
紙
発
行
費

宣
伝
報
道
費

海
外
仏
教
使
節
接
待
費

世
界
仏
教
文
化
交
流
費

国
際
仏
教
運
動
費

　
　
　
費

雑
　
　
　
　
二

王
　
費

予
　
備
　
費

歳歳
出入
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計計

歳
計
剰
余
金

金金金

四
〇
〇
、
○
○
〇

五
〇
〇
、
0
0
0

五
〇
〇
、
○
○
〇

九
＝
一
、
○
○
〇

五
四
二
、
○
○
○

　
八
一
、
○
○
○

＝
○
、
○
○
〇

一
五
〇
、
○
○
〇

二
〇
一
、
○
○
○

一
＝
一
〇
、
0
0
0

一
＝
一
〇
、
○
○
〇

　
五
〇
、
0
0
0

　
五
〇
、
○
○
〇

一
〇
〇
、
○
○
〇

一
〇
〇
、
○
○
〇

七
五
〇
、
○
○
〇

四
〇
〇
、
○
○
〇

一
〇
〇
、
○
0
0

三
〇
〇
、
○
○
〇

一
五
〇
、
○
○
〇

　
七
〇
、
○
○
○

　
入
○
、
○
○
〇

二
〇
〇
、
○
○
〇

一
五
〇
、
○
○
〇

　
五
〇
、
0
0
0

四
〇
〇
、
○
○
〇

四
〇
〇
、
○
○
〇

一
〇
〇
、
○
○
〇

一
〇
〇
、
○
○
〇

二
〇
〇
、
○
○
〇

　
三
〇
、
○
○
〇

　
三
〇
、
○
○
〇

　
三
〇
、
○
○
〇

一
〇
〇
、
○
○
〇

一
〇
〇
、
○
○
〇

一
〇
〇
、
○
○
○

五
、
四
九
〇
、
O
O
O

五
、
二
九
八
、
五
一
一
円
也

五
、
〇
二
八
、
七
五
五
円
也

　
二
六
九
、
七
五
六
円
也

〔
右
歳
計
剰
余
金
は
昭
和
三
十
四
年
度
分
へ
繰
越
し
〕

　
　
三
二
八
、
六
五
〇

　
　
五
〇
〇
、
○
○
〇

　
　
五
〇
〇
、
○
○
〇

　
　
七
〇
三
、
七
一
＝
一

　
　
三
七
五
、
九
九
二

　
　
　
九
三
、
六
二
〇

　
　
一
〇
二
、
○
○
〇

　
　
　
六
二
、
二
六
八

　
　
二
入
、
一
〇
四

　
　
二
一
六
、
○
○
〇

　
　
二
一
六
、
0
0
0

　
　
　
二
〇
、
入
九
〇

　
　
　
二
〇
、
八
九
〇

　
　
九
〇
、
八
四
〇

　
　
九
〇
、
入
四
〇

　
七
四
六
、
一
＝
ハ

　
四
三
六
、
九
二

　
　
七
〇
、
入
一
八

　
三
六
六
、
〇
九
三

　
　
五
〇
、
六
四
五

　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
五
〇
、
六
四
五

　
二
五
八
、
五
六
〇

　
一
二
七
、
七
＝
｝

　
　
四
〇
、
八
四
入

　
二
九
三
、
〇
七
六

　
二
九
三
、
〇
七
六

　
　
四
七
、
一
五
五

　
　
九
五
、
三
三
四

　
一
五
〇
、
五
八
七

　
　
三
一
、
六
七
〇

　
　
三
一
、
六
七
〇

　
　
一
二
一
、
六
七
〇

　
　
五
七
、
七
五
〇

　
　
五
七
、
七
五
〇

　
　
五
七
、
七
五
〇

五
、
〇
二
八
、
七
五
五



口
二肖週

全
日
仏
理
事
会
開
か

、る

i
決
算
、
人
事
異
動
等
を
承
認
i

　
去
る
五
月
三
十
日
午
後
一
時
よ
り
．

京
都
東
山
知
恩
院
の
華
頂
会
館
に
お
い

て
、
全
日
仏
理
事
会
が
開
か
れ
た
。
会

議
ば
先
づ
重
永
理
事
長
の
開
会
宣
言
に

続
い
て
挨
拶
が
行
わ
れ
た
後
．
協
議
に

入
り
、
次
の
如
く
報
告
、
承
認
、
決
定

が
行
わ
れ
た
。

の
　
入
事
に
関
す
る
件

　
①
曹
洞
宗
内
局
の
更
送
に
伴
う
、
本

　
　
会
常
務
理
事
並
び
に
理
事
の
変
更

　
　
に
つ
い
て
左
記
の
通
り
と
れ
を
承

　
　
認
し
た
。

　
　
常
務
理
事
佐
々
木
泰
翁
師

　
　
理
　
事
中
村
貞
元
師

　
②
本
会
組
織
部
長
高
橋
忠
雄
師
昭
和

　
　
茄
四
年
五
月
廿
五
日
付
に
て
退
職

　
　
同
日
付
に
て
後
任
と
し
て
吉
井
浄

　
　
漁
師
就
任
の
件
に
つ
き
報
告
し
こ

　
　
れ
を
了
承
し
た
。

②
本
会
昭
和
光
三
年
度
決
算
承
認
の
件

　
別
報
（
本
紙
二
面
所
載
）
決
算
書
を

　
朗
読
説
明
の
後
監
査
員
よ
り
五
月
廿

　
五
日
執
行
の
監
査
の
結
果
之
を
正
当

　
な
る
も
の
と
認
む
る
と
の
報
告
あ
り

　
全
貝
異
議
な
く
承
認
し
た
。

⑤
釈
尊
二
千
五
百
年
祝
典
に
関
す
る
件

　
祝
興
猛
過
の
報
告
に
続
き
経
理
現
況

　
を
報
告
し
、
更
に
募
金
の
推
進
に
つ

一
き
一
項
の
協
力
を
依
頼
し
．
決
算
期

　
を
八
月
中
旬
に
す
る
こ
と
を
承
認
し

　
た
。

但
チ
ベ
ッ
ト
問
題
に
関
す
る
件

　
チ
ベ
ッ
ト
問
題
に
つ
き
報
告
説
明

　
し
、
本
会
の
態
度
に
つ
い
て
之
を
了

　
承
し
た
。

働
宗
教
法
人
法
特
別
立
法
に
関
し
、
之

　
を
調
査
研
究
す
る
た
め
宗
教
法
人
法

　
専
門
委
員
会
を
設
け
て
研
究
を
推
進

　
し
て
ゆ
く
こ
と
を
承
認
し
た
。

㈲
解
放
農
地
の
目
的
外
使
用
に
つ
い

　
て
寺
院
農
地
に
対
し
こ
れ
の
取
扱
方

　
に
つ
き
調
査
研
究
を
専
門
委
員
会
に

　
お
い
て
促
進
す
る
よ
う
に
と
の
平
林

　
宥
高
理
事
の
要
望
を
承
認
し
た
。

当
日
出
席
理
事
左
の
通
り

重
永
潜
、
佐
々
木
泰
翁
，
田
丸
道
忍
．

宮
谷
法
含
、
太
田
淳
昭
、
千
々
和
元
号
、

竹
村
教
案
、
平
林
宥
高
．
木
全
大
孝
、

心
山
義
繁
、
津
田
実
雄
．
神
田
尚
順
、

岩
野
真
雄
、
長
岡
慶
信
，
中
山
理
々
、

小
林
大
巖
、
山
本
杉
．
常
光
浩
然
、

中
村
貞
元
，
増
永
霊
鳳
．
摩
尼
清
之
、

　
　
　
　
　
　
　
（
内
委
任
状
十
通
）

な
お
各
評
議
員
に
対
し
て
は
、
右
理
事

会
で
承
認
さ
れ
た
決
算
に
つ
い
て
直
ち

に
文
書
を
以
て
報
告
し
、
併
せ
て
、
理

事
、
常
務
理
事
選
任
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
た
。

篭
，
3
～
“
㌔
《
8
㍉
黒
ρ
》
、
ζ
，
～
重
3
⊃
巳
」
，
㍉
冒
，
彦
駄
～
3
応
8
冒
。
亀
ぼ
4
a
圃
尾
ぎ
8
亀
《
厚
、
亀
σ
｝
3
、
」
・
2
3
鵬
♂
3
｝
置
’
も
｛
’
層
ミ

政
治
に
も
深
い
関
心
を
”
“

「
政
治
経
済
委
員
会
開
く
」

　
四
月
・
五
月
と
釈
尊
二
干
五
百
年
祝

典
並
に
そ
の
事
務
整
理
等
で
忙
殺
さ
れ

た
た
め
休
会
し
た
政
治
・
経
済
委
員
会

の
月
例
委
員
会
が
、
去
る
六
月
十
日
午

後
二
時
よ
り
東
京
築
地
本
願
寺
来
賓
室

で
開
か
れ
た
。

　
地
方
選
挙
、
参
議
院
選
挙
等
の
終
っ

た
あ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
「
最
近
の
時

局
間
題
に
つ
い
て
」
　
の
テ
ー
マ
で
自

由
討
議
が
行
わ
れ
、
各
委
員
よ
り
活
溌

な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
仏
教
界
出
身

の
立
候
学
者
が
全
員
当
選
さ
れ
た
こ
と

が
心
か
ら
祝
福
さ
れ
た
が
同
時
に
、
創

価
学
会
の
選
挙
運
動
に
見
ら
れ
る
如
き

組
織
的
な
活
動
の
立
ち
遅
れ
に
つ
い
て

の
分
析
と
批
判
が
行
わ
れ
た
。

　
委
員
会
で
は
、
現
代
が
仏
教
界
に
と

っ
て
も
．
又
広
く
人
聞
そ
の
も
の
に
と

っ
て
も
一
つ
の
重
大
な
危
機
と
し
て
把

え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
．
そ
の
危
機
の
意

識
の
覚
醒
が
急
務
た
る
こ
と
．
政
治
的

な
関
心
が
も
っ
と
た
か
め
ら
る
べ
き
こ

と
、
更
に
そ
れ
か
ら
出
発
し
て
仏
教
界

の
各
種
の
運
動
が
よ
り
有
機
的
．
組
織

的
に
展
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

等
に
つ
い
て
各
委
員
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
そ
し
て
更
に
、
現
状
の
正
し
い
分

折
と
把
握
の
上
に
、
強
力
な
仏
教
運
動

を
展
開
す
べ
く
研
究
と
看
実
な
実
践
を

開
始
す
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
午
後

五
時
散
会
し
た
。

　
当
日
の
出
席
委
員
は
、
狩
野
獲
麟
、

米
山
久
、
松
本
徳
明
．
吉
田
敬
直
、
小

松
二
道
．
桜
井
栄
章
、
摩
尼
清
之
の
各

氏
と
事
務
総
長
．
局
部
長
等
で
あ
っ

た
。

千
葉
県
仏
本
会
へ
加
盟

　
　
　
一
理
事
会
を
開
く
1

　
本
通
信
既
報
の
通
り
、
千
葉
県
仏
教

会
は
既
に
去
る
三
月
結
成
総
会
を
開
い

て
新
発
足
し
、
そ
の
活
動
が
期
待
を
集

め
て
い
る
が
，
去
る
五
月
二
十
日
千
葉

市
吾
妻
町
光
明
寺
に
お
い
て
オ
一
回
理

事
会
を
開
き
、
四
仏
運
営
の
基
本
と
な

る
財
政
問
題
と
今
年
度
の
事
業
方
針
．

役
員
人
事
確
定
等
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
、
全
日
仏
へ
の
加
盟
に
つ
い
て
も
，

こ
れ
を
正
式
に
決
定
し
、
去
る
六
月
十

日
付
を
以
て
正
式
に
加
盟
申
込
書
が
提

出
さ
れ
、
近
く
全
日
仏
理
事
会
の
折
に

承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
同
県
仏
は
、
県
下
約
三
千
近
く
の
寺

院
の
半
数
以
上
が
既
に
そ
の
組
織
下
に

あ
り
、
県
評
運
営
の
活
溌
化
に
伴
っ
て

県
下
全
寺
院
が
広
く
、
力
強
く
組
織
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
既
に

未
組
織
地
域
に
対
す
る
勿
き
か
け
や
、

未
加
盟
市
郡
仏
教
会
に
対
す
る
加
盟
懲

罰
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
決
定
を
み
た
役
員
次
の
通
り
。

理
事
長
　
熊
野
竜
夫
（
千
葉
市
仏
）

常
務
理
事
　
勝
田
光
宥
（
野
田
市
仏
）

山
田
一
光
　
（
松
戸
市
仏
）
菅
野
義
典

（
船
橋
市
仏
）
山
崎
義
隆
（
木
更
津
市

仏
）
安
井
了
諄
（
銚
子
市
仏
）
野
口
尭

尚
（
茂
原
市
仏
）

監
事
鈴
木
雷
雄
（
干
葉
市
仏
）

大
久
保
膿
漏
（
君
津
郡
仏
）

な
お
理
事
は
加
盟
各
市
郡
仏
教
会
の
代

表
者
全
部
．
会
長
に
つ
い
て
は
目
下
交

渉
中
。

県
仏
総
会
開
か
る

神
奈
川
・
遊
行
寺
で

　
去
る
六
月
五
日
午
後
一
時
よ
り
、
藤

沢
市
遊
行
寺
に
お
い
て
神
奈
川
県
下
教

会
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
．
県
下
各
支

部
よ
り
約
百
五
十
名
に
お
よ
ぶ
、
多
数

の
代
表
が
参
加
し
て
盛
会
を
極
め
た
。

総
会
は
昭
和
三
十
三
年
度
事
業
並
に
決

算
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
て
、
こ
れ

を
承
認
し
．
続
い
て
立
正
大
学
教
授
久

保
田
正
文
師
の
「
現
代
生
活
と
仏
教
」
に

つ
い
て
の
講
演
を
聞
き
深
い
感
銘
を
受

け
た
。
講
演
後
、
昭
和
三
十
四
年
・
度
の

事
葉
計
画
、
予
算
案
が
当
局
よ
り
提
出

さ
れ
、
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　
な
お
当
日
は
、
総
持
寺
，
全
仏
代
表

並
び
に
藤
沢
市
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
午
後
五
時
散
会
し
た
。

教
学
教
化
委
員
会

　
去
る
六
月
十
六
日
午
後
一
時
よ
り
，

東
京
築
地
本
願
寺
に
お
い
て
、
教
学
・

教
化
委
員
会
が
開
か
れ
．
矛
四
回
中
央

講
習
会
開
催
に
伴
う
具
体
的
な
諸
準
備

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は

事
務
総
局
の
原
案
に
つ
い
て
各
委
員
よ

り
活
溌
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
結
果
そ

の
大
綱
を
決
定
し
、
具
体
的
な
講
師
依

頼
、
会
場
設
営
等
に
つ
い
て
は
事
務
総

局
に
一
任
さ
れ
た
。
事
務
総
局
で
は
、

そ
の
後
接
渉
を
進
め
て
別
報
の
通
り
決

定
し
、
各
方
面
へ
協
力
を
依
頼
し
た
。

な
お
当
日
出
席
の
委
員
は
次
の
各
氏

松
本
徳
明
．
内
山
憲
尚
、
川
田
聖
見
、

水
島
剣
城
、
雲
藤
義
道
．
権
藤
円
立
、

伊
藤
定
夫
、
賀
来
琢
磨
、
長
田
恒
雄
、

堤
　
敏
郎
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今
秋
ま
で
に
実
現
か

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
晶
晶
遺
骨
送
選

木
村
代
表
が
努
力

　
既
報
の
通
り
戦
後
初
め
て
の
日
本
僧

侶
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
へ
渡
っ
た

本
会
派
遣
の
木
村
義
気
師
は
中
部
ス
マ

ラ
ン
に
お
け
る
ウ
エ
サ
カ
祭
に
出
席
し

た
後
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル

ク
ア
ラ
、
ル
y
プ
ー
ル
な
ど
に
点
在
す

る
旧
日
本
軍
人
、
軍
属
、
一
般
邦
人
墓

地
の
慰
霊
法
要
を
な
し
、
予
定
よ
り
一

週
間
遅
れ
て
六
月
十
六
日
空
路
無
事
帰

国
し
た
。

　
木
村
代
表
は
特
に
酷
熱
の
ジ
ャ
カ
ル

タ
市
に
お
い
て
目
下
懸
案
と
な
っ
て
い

る
同
市
内
証
周
辺
に
埋
葬
し
て
あ
る
旧

日
本
軍
人
、
軍
属
、
一
般
人
の
墓
に
参
り

前
後
二
回
に
亘
り
さ
さ
や
か
な
が
ら
内

地
よ
り
持
参
せ
る
線
香
を
捧
げ
て
慰
霊

法
要
を
行
い
各
英
霊
の
冥
福
を
祈
っ
た

が
、
両
回
と
も
多
数
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

白
及
在
留
邦
人
が
列
席
し
花
輪
を
捧
げ

る
な
ど
積
極
的
に
協
力
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
と
い
う
。
各
．
墓
地
は
仮
埋
葬
の
形

で
夫
々
四
寸
位
の
墓
標
が
立
て
ら
れ
、

こ
ん
も
り
と
土
が
も
っ
て
あ
る
程
度
な

が
ら
，
皆
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
心
の
顕

れ
か
整
然
と
な
っ
て
を
り
、
戦
争
中
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
殺
害
さ
れ
た
理
由
は

実
は
日
本
人
に
依
る
の
で
な
く
て
オ
ラ

ン
ダ
人
が
日
本
人
を
迫
害
し
た
結
果

成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
云
う
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
人
が
多
く
．
ま
た
我
々
の
宗
教

は
表
面
回
教
の
よ
う
で
あ
る
が
根
本
的

な
精
神
生
命
は
み
な
仏
教
に
根
ざ
し
て

い
る
と
も
云
っ
て
お
り
、
日
本
人
に
対

し
て
ま
た
こ
の
遺
骨
送
還
に
つ
い
て
も

非
常
な
好
感
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
一
部
に
は
非
常
な

敵
意
を
日
本
人
に
対
し
て
持
っ
て
い
る

と
云
わ
れ
る
が
、
今
回
の
木
村
代
表
の

訪
問
に
よ
っ
て
従
来
の
友
好
親
善
が
一

歩
深
め
ら
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
市
に
は
す
で
に
昨
年
二
月

に
「
戦
争
犠
牲
者
遺
骨
発
生
送
還
委
員

会
」
が
サ
ス
ト
ロ
・
ア
ト
モ
ジ
ヨ
氏
（
元

独
立
軍
陸
軍
大
佐
）
が
委
員
長
と
な
り

モ
ハ
。
ト
ハ
ニ
シ
ム
ラ
氏
（
元
独
立
軍
陸

軍
少
佐
、
西
村
正
道
氏
の
こ
と
で
現
在

イ
y
ド
ネ
シ
ア
国
籍
に
入
る
）
が
副
委

員
長
と
な
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
及

関
係
筋
へ
葺
き
か
け
て
を
り
木
村
代
表

は
両
氏
に
面
会
の
上
、
遺
家
族
の
切
実

な
る
訴
え
を
つ
た
え
る
と
共
に
早
急
に

日
本
送
還
を
実
現
し
た
い
旨
強
く
要
望

し
両
氏
を
は
じ
め
関
係
者
一
同
の
賛
意

を
得
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
入
は
と
の
遺

骨
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
よ
り
「
日
本
人
」

へ
お
返
し
す
る
と
云
う
強
い
意
向
を
持

っ
て
を
り
、
民
間
相
互
の
力
に
よ
っ
て

の
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
も

い
わ
れ
て
お
り
、
ニ
シ
ム
ラ
氏
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
と
し
て
も
是
非
同
遺
骨
は

靖
国
神
社
へ
お
さ
め
て
ほ
し
く
、
歯
噛

も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
も
の
で
日
本
の
港

ま
で
運
ば
せ
て
ほ
し
い
と
も
云
っ
て
い

る
の
で
、
お
そ
ら
く
全
日
仏
内
に
近
々

設
置
さ
れ
る
は
ず
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
戦

争
犠
牲
者
慰
霊
会
（
仮
　
称
）
が
実
動

を
開
始
す
る
段
階
に
な
れ
ば
本
運
動
の

完
遂
は
案
外
早
期
に
な
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
日
本
軍
人
の
外
に
同
時

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
肩
骨
も
発
堀
慰

霊
を
行
う
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
心
あ

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
心
情
を
う
ご
か

し
た
よ
う
で
あ
る
。
全
日
仏
で
は
近
く

遺
家
族
日
イ
協
会
な
ど
こ
連
絡
し
て
こ

塘
．
「
二

の
慰
霊
会
を
も
つ
意
向
で
あ
り
、
遺
家

族
の
悲
願
に
こ
た
え
る
べ
く
鋭
意
努
力

中
で
あ
る
。

　
な
お
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
訪
問
0
木
村
義

報
告
三
千
帰
国
歓
迎
会
は
去
月
十
九
日

東
京
築
地
本
願
寺
に
全
日
仏
会
長
、
理

事
長
以
下
理
事
国
際
委
員
、
遺
家
族
な

ど
三
十
名
が
集
り
開
か
れ
以
上
の
よ
う

な
報
告
が
涙
な
が
ら
に
な
さ
れ
、
一
日

も
早
く
遺
家
族
の
温
か
い
胸
に
英
霊
が

眠
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
誓
い
合
っ

た
。季
和
大
行
進
に
協
力

　
　
　
　
原
水
宗
懇
開
く

　
去
る
六
月
八
日
午
後
六
時
三
十
分
よ

り
、
日
蓮
宗
宗
務
院
に
お
い
て
原
水
爆

禁
止
宗
教
者
懇
話
会
幹
事
会
が
開
か
れ

全
日
仏
か
ら
吉
井
組
織
部
長
が
出
席
し

た
。
　
原
宗
懇
は
昨
年
二
月
成
立
以
来
、
月

例
研
究
会
の
開
催
や
、
加
盟
団
体
相
互

の
意
見
交
換
、
経
験
の
交
流
等
を
行
っ

て
き
た
が
、
近
頃
や
や
そ
の
活
動
が
停

滞
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
再
建
方
策
に

つ
い
て
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
当
日
の

幹
事
会
の
目
ざ
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
当
日
は
現
状
を
打
破
す
る
た
め
、
先

づ
事
務
局
態
勢
を
整
え
る
こ
と
、
幹
事

団
体
の
強
化
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
，

日
蓮
宗
宗
務
院
の
立
正
平
和
運
動
本
部

に
事
務
局
を
お
く
こ
と
と
し
、
立
正
平

和
運
動
本
部
人
類
愛
善
会
、
及
び
キ
リ

ス
ト
教
関
係
の
一
団
体
を
以
て
事
務
局

団
体
と
し
て
運
営
の
衝
に
当
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
た
。
な
お
来
る
入
月
の
世
界

大
会
へ
向
け
て
、
東
京
・
新
潟
・
庵
美
大

島
よ
り
出
発
し
た
平
和
大
行
進
の
一
行

に
協
力
参
加
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

　
全
日
仏
で
は
こ
れ
に
も
と
づ
き
、
各

行
進
通
過
地
区
の
加
盟
各
府
県
仏
教
会

に
対
し
、
協
力
方
要
請
の
依
頼
状
を
発

し
た
。

海
外
邦
人
追
悼
盆
会
放
送

　
N
H
K
が
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
「
海
外
日
系
人
物
故
者
追
悼
孟
蘭
盆

会
法
要
」
の
実
況
放
送
は
本
年
は
曹
洞

宗
大
本
山
永
平
寺
に
於
い
て
、
，
七
月
十

五
日
に
行
わ
れ
る
と
と
に
な
り
、
全
日

仏
国
際
局
で
は
直
ち
に
北
米
、
西
部
、

南
米
、
申
南
米
、
ハ
ワ
イ
等
に
あ
る
。

曹
洞
宗
、
東
西
本
願
寺
、
日
蓮
宗
、
浄

土
宗
、
仏
立
宗
、
真
言
宗
耳
野
山
等
々

計
六
十
六
ケ
所
の
寺
院
、
教
会
あ
て
に

五
七
年
七
月
か
ら
五
九
年
五
月
ま
で
に

死
亡
し
た
日
系
人
の
リ
ス
ト
を
提
出
す

る
よ
う
依
頼
し
た
。

　
因
み
に
同
実
況
放
送
は
七
月
十
五
日

下
記
の
時
聞
に
放
送
さ
れ
る
。
中
南
米

十
二
時
四
十
分
－
十
三
時
、
北
米
及
西

部
十
四
時
四
十
分
一
十
五
時
、
ハ
ワ
イ

十
六
時
四
十
分
一
十
七
時
南
米
十
八
時

四
十
分
一
十
九
時

　
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

　
　
ル
ン
ビ
ニ
美
化
運
動
へ
浄
財

　
釈
尊
の
生
誕
地
ネ
パ
ー
ル
の
ル
ソ
ピ

ニ
園
を
乳
化
し
よ
う
と
云
う
運
動
は
矛

五
回
W
F
B
タ
イ
大
会
の
決
議
に
基
づ

き
、
提
．
案
者
で
あ
る
佐
藤
哲
英
氏
（
龍

谷
大
教
授
）
が
中
心
と
な
っ
て
着
々
と

運
動
を
推
進
し
て
い
る
が
、
今
回
ブ
ラ

ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
あ
る
「
在
伯

仏
教
詞
宗
連
合
会
」
よ
り
協
力
金
と
し

て
浄
財
一
万
三
千
余
円
が
全
日
仏
へ
送

ら
れ
て
来
た
の
で
早
速
京
都
に
あ
る
同

昌
昌
劉
本
部
へ
送
っ
た
。

　
シ
ッ
キ
ム
国
王

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
や
仏
教
会

　
　
　
チ
ベ
ッ
ト
問
題
で
返
信

　
全
日
仏
で
は
過
般
チ
ベ
ッ
ト
問
題
に

つ
い
て
声
明
書
を
内
外
に
発
表
し
た

が
、
こ
れ
に
対
し
て
今
回
左
記
の
通
り

シ
ッ
キ
ム
国
王
よ
り
返
信
が
全
日
仏
国

際
局
へ
と
ど
い
た
。

　
一
九
五
九
年
五
月
廿
一
日
　
「

書
癖
死
中
シ
ッ
キ
ム
国
王

親
愛
な
る
皆
々
様

　
　
私
は
全
日
本
仏
教
会
が
今
回
の
チ

　
ペ
ッ
ト
問
題
に
関
し
て
公
表
さ
れ
た

　
本
年
四
月
二
〇
日
付
け
の
手
紙
と
声

　
明
書
を
非
常
な
る
喜
こ
び
を
以
っ
て

　
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。
「
私
は
そ
の

　
上
、
シ
ッ
キ
ム
は
仏
教
国
で
あ
り
、

　
私
共
は
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
の
現
在
置
か

　
れ
て
い
る
悲
劇
的
地
位
を
大
い
に
憂

　
慮
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

　
て
我
々
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
身
の
上

　
の
安
全
を
祈
る
と
共
に
，
偉
大
な
る

　
仏
陀
の
教
え
が
常
に
チ
ベ
ッ
ト
に
於

　
い
て
光
り
輝
く
こ
と
を
祈
っ
て
止
ま

　
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
我
々
の
心

　
か
ら
の
協
力
は
い
か
な
る
点
に
於
て

　
も
チ
ベ
ッ
小
に
於
け
る
仏
陀
の
御
教

　
え
が
保
護
さ
れ
持
続
さ
れ
、
そ
し
て

　
常
に
如
何
な
る
場
所
に
於
て
も
そ
う

　
さ
れ
る
こ
と
を
こ
こ
に
念
願
い
た
す

　
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
や
仏
教
会
理
事

長
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ナ
イ
ト
氏
及
び
パ
リ

の
仏
教
会
よ
り
も
同
趣
旨
の
書
簡
が
寄

せ
ら
れ
た
。

。。

?
ﾆ
が
き
。
。
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▽
い
よ
い
よ
酷
暑
を
む
か
え
る
。
二
千

五
百
年
祝
典
の
行
事
は
一
段
落
し
た
が

財
政
問
題
で
事
務
局
は
連
日
会
社
訪
問

中
。
ご
く
ろ
う
さ
ん
で
す
。
▽
誰
習
会

は
新
旧
お
盆
の
間
を
え
ら
ん
で
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
熱
意
あ
る
方
々
多

数
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
▼
ま

た
原
爆
記
念
日
が
や
っ
て
く
る
。
は
か

り
し
れ
な
い
兵
器
の
発
達
は
、
も
は
や

そ
の
破
壊
力
で
広
島
、
長
崎
の
比
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
仏
者

は
、
兵
器
の
発
達
の
結
果
を
殺
獄
と
破

壊
に
で
は
な
く
、
戦
争
絶
滅
の
因
と
す

る
よ
う
、
精
進
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。


